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を検索したり、HP製品間の統合に関する詳細なリストやITILプロセスのリストを閲覧することができます。このサイトのURL
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第1章 : データベース環境の準備について

本章の内容

使用するデータベースの概要 6

HP Universal CMDBの規模 6

ハードウェア要件 7

使用するデータベースの概要

HP Universal CMDBを使って作業するには，CMDBデータベースをセットアップする必要がありま

す。CMDBデータベースは,各種 HP Universal CMDB とサードパーティのアプリケーションやツールが収

集した設定情報を保存するために使用します。この情報は，HP Universal CMDBのビューを構築

するときに使用します。

HP Universal CMDBデータベースは，組織で使用するデータベース・タイプに応じて，Microsoft SQL
Server，Oracleサーバまたは PostgreSQLサーバにセットアップできます。

Microsoft SQL Serverデータベースを使って作業する場合は，「Microsoft SQLサーバ・データベース

のデプロイ」( 8ページ)を参照してください。

Oracleサーバ・データベースを使用して作業する場合は，「Oracleサーバ・データベースのデプロイ」

( 26ページ)を参照してください。

PostgreSQLサーバ・データベースを使用して作業する場合は，「PostgreSQLサーバ・データベースの

デプロイ」( 48ページ)を参照してください。

注 :

l データベース・サーバは，HP Universal CMDBサーバと同じタイムゾーン，夏時間設定，およ

び時刻に設定する必要があります。

l 英語以外のHP Universal CMDB環境で作業を行うには，対話式の『HP Universal
CMDBデプロイメント・ガイド』 での英語以外のロケールを参照してください。

l UCMDBサーバは，(プロキシおよびファイアウォールが設定されていない)データベース・サーバ

と同じ LANに配置する必要があります。そうしない場合，システムのパフォーマンスに影響が

出る可能性があります。そうしなければ，システムのパフォーマンスに影響がある可能性があり

ます。

HP Universal CMDBの規模

HP Universal CMDBのデータベース設定要件は，データ量だけでなく，HP Universal CMDBで生

成される実行時の負荷によっても異なります。小規模な HP Universal CMDBデプロイメントで

は，1,500,000個までのCMDBオブジェクトとリンクを格納できるデータベースが必要です。大規模な

HP Universal CMDBデプロイメントでは，1,500,000個以上のCMDBオブジェクトとリンクを格納でき

るデータベースが必要です。
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ハードウェア要件

次の表では，HP Universal CMDB Oracle，Microsoft SQL，または PostgreSQLデータベース・サー

バで推奨するハードウェア( CPU とメモリ)要件について説明します。

デプロイメ

ント プロセッサ数 物理メモリ

小規模 デュアル・コア x 1 最小 :4G RAM

推奨 :8G RAM

大規模 最低でもデュアル・コア x 2またはク

アッド・コア x 1
最小 :8G RAM

推奨 :16GRAM
以上

データベース・ガイド

第1章 :データベース環境の準備について
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第2章 : Microsoft SQL Serverのデプロイメントの概
要

本章の内容

Microsoft SQL Serverのデプロイメントについて 9

システム要件 9

インストールの前提条件 10

サポートと認定に関するチェックリスト 10

Microsoft SQL Serverのデプロイメントについて

HP Universal CMDBで使用するMicrosoft SQL Serverをデプロイするには，次の手順を実行しま

す。

l Microsoft SQL Server のインストールと設定を行います。

Microsoft SQLDatabase Serverのインストールと設定の詳細については，ご使用のMicrosoft
SQL ServerのMicrosoft SQL Serverのドキュメントを参照してください。

l Microsoft SQL Server でデータベースを作成します。

HP Universal CMDBのデータベースを手動で作成することも，UCMDBサーバの設定ウィザードを

使って作成することもできます( ［スタート］>［UCMDB］>［HP Universal CMDB サーバ設定ウィ

ザードの開始］)。HP Universal CMDBのデータベースを手動で作成する方法の詳細について

は，「Microsoft SQL Serverデータベースの手動作成」( 12ページ)を参照してください。

Microsoft SQLデータベースを作成する詳細については,「Microsoft SQL Serverデータベース・サーバ

の作成と設定」( 14ページ) を参照してください。

システム要件

本項では，HP Universal CMDB と連動してMicrosoft SQL Serverを使用するためのシステム要件

について説明します。

本項の内容

「ハードウェア要件」( 9ページ)

「ソフトウェア要件」( 10ページ)

ハードウェア要件

HP Universal CMDBハードウェアのサイズ設定ガイドラインについては，「ハードウェア要件」( 7ペー

ジ) を参照してください。Microsoft SQL Serverのハードウェア要件については，使用しているオペレー

ティング・システムの該当の『Microsoft SQL Serverリリースのインストール・ガイド』を参照してください。
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ソフトウェア要件

Microsoft SQL Serverに対応するバージョンの詳細については，『HP Universal CMDBサポート・マト

リックス』の「サーバ・データベース要件」を参照してください。

インストールの前提条件

Microsoft SQL Serverをインストールする前に，次の前提条件を満たしている必要があります。

l インストール・ウィザードを使用して HP Universal CMDBをインストールするには，データベース作

成者の権限を持つユーザ・アカウントが必要です。データベースを手動で作成する場合は，それぞ

れのHP Universal CMDBのデータベースのdb_datareader，db_datawriterおよびdb_
ddladminに属するユーザ・アカウントを，HP Universal CMDBに提供します。

注 : Microsoft SQLサーバで作業する場合は， in order for an upgrade to run properly CMDB照

合とSQLサーバ照合を一致させる必要があります。

サポートと認定に関するチェックリスト

本セクションでは，サポートおよび認定されているMicrosoft SQL Serverオプションに関する情報を提

供します。

HP Universal CMDBでの作業では，認定されているオプションをお勧めします。認定オプション

は，HPの品質保証担当者によって厳密なテストが実施されています。サポートされているオプション

とは，HPの品質保証担当者により基本的なテストが良好に実施されたオプションです。

対象

Microsoft SQL Server

サポート 推奨

インス

タンス

規定，1つ

認証

モード

混合，Windows

照合

順序

大文字と小文字の区別。HP
Universal CMDBでは，バイナリでの

並べ替え順序と大文字と小文字の

区別はサポートされていません。大文

字と小文字を区別せ

ず，accent，kana，またはwidthの設

定を組み合わせた順序のみサポートし

ています。

照合順序を選択するには［照合順序の設定］

ダイアログ・ボックスを使用します。バイナリの

チェック・ボックスを選択しないでくださ

い。accent，kana，およびwidthの区別は，該

当するデータ言語の要件に従って選択します。

選択した言語は，OSWindowsの地域設定

の言語と同じである必要があります。

データベース・ガイド
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対象

Microsoft SQL Server

サポート 推奨

ネット

ワーク・

ライブ

ラリ

サーバ : TCP/IPおよび名前付きパイ

プ

クライアント : TCP/IPおよび名前付き

パイプ

サーバ : TCP/IP

クライアント : TCP/IP

サーバ

の設

定オプ

ション

別途指示がないかぎり標準設定

デー

タ・ファ

イルの

プロパ

ティ

手動によるファイル拡張，または

FILEGROWTHが100MB以下

FILEGROWTH :~30-100MB

照合

順序

データ

ベース

のプロ

パティ

サーバの標準設定

データ

ベー

ス・オプ

ション

別途指示がないかぎり標準設定

復旧

モデル

任意 完全

データベース・ガイド
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第3章 : Microsoft SQL Serverデータベースの手動
作成

本章の内容

Microsoft SQL Serverデータベースの概要 12

HP Universal CMDB Microsoft SQL Serverデータベースの手動作成 12

Microsoft SQL Serverデータベースの概要

HP Universal CMDBは永続性に構成管理データベース( CMDB)を使用します。

HP Universal CMDBのセットアップ中に，セットアップ手順によって新しいデータベースを自動的にセッ

トアップすることも，または既存のデータベースを使用することもできます。既存のデータベースは，事前

に手動で作成することも(たとえば，組織のセキュリティ制限のため)，または以前インストールした同

じリリースのHP Universal CMDBによって作成することもできます。

HP Universal CMDBサーバのインストールの詳細については，対話式の『HP Universal CMDBデプ

ロイメント・ガイド』 を参照してください。

HP Universal CMDB Microsoft SQL Serverデータベー
スの手動作成

データベースを作成する前に，Microsoft SQL Serverのドキュメントの説明に従ってMicrosoft SQL
Database Serverをインストールする必要があります。

HP Universal CMDBセットアップを実行する前にHP Universal CMDBデータベースを手動で作成す

る場合，セットアップ手順の中で既存のデータベースを使用するオプションを選択し，指示される既存

のデータベースに関して適切なデータを入力します。入力したデータは設定ファイルに書き込まれ，

既存のスキーマに接続するために JDBC ドライバによって使用されます。

データベースの作成

データベース管理者はCMDBデータ用にMicrosoft SQL Serverデータベースを作成する必要があり

ます。オブジェクトを作成してこれらのデータベースをポピュレートする際に，スクリプトは必要ありませ

ん。

データベースを作成するには，CREATE DATABASE権限が必要です。既存のデータベースに接続

するには，接続に使用するログイン・アカウントをデータベースのdboにマップしておく必要があります。

注 : sysadminサーバ・ロールのメンバは，自動的にCREATE DATABASE権限を持ち，また

データベースのdboにマップされます。データベースの所有者は自動的にデータベースのdboに
マップされます。

データベースの手動作成の詳細については,「Microsoft SQL Serverデータベース・サーバの作成と設

定」( 14ページ)を参照してください。
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注 : HP Universal CMDBのセットアップ手順によりデータベースを自動的に作成する場合，デー

タベースごとに 2つのファイル・グループが使用されます。1つはシステム・テーブルの保持，1つはア

プリケーション・データに使用されます。

データベース・ガイド
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第4章 : Microsoft SQL Serverデータベース・サーバ
の作成と設定

本章の内容

データベースの作成 14

データベースの設定 18

データベースの作成

本項の内容

「データベース権限」( 14ページ)

「データベース・ファイルのレイアウト」( 15ページ)

「システム・データベース」( 17ページ)

データベース権限

データベースを作成するには，CREATE DATABASE権限が必要です。CREATE DATABASE権

限をユーザに割り当てるには，最初にユーザのログイン名をmasterデータベースのデータベース・ユー

ザにマップする必要があります。

注 : HP Universal CMDBのログイン・アカウントは，データベース内のdboにマップされている必要

があります。sysadminサーバ・ロールのメンバは，自動的にCREATE DATABASE権限を持

ち，またデータベースのdboにマップされます。データベースの所有者は自動的にデータベースの

dboにマップされます。

ユーザにCREATE DATABASE権限があるかどうかを確認するには，権限を確認するユーザのログ

イン・アカウントを使用してManagement Studioにログインし，次のコマンドを実行します。

USE master
IF PERMISSIONS() & 1 = 1
PRINT ‘User has CREATE DATABASE permissions.’

ユーザがデータベースで必要な権限を持っているかどうかを確認するには，マッピングを確認するユー

ザのログイン・アカウントを使用してManagement Studioにログインします。データベースのコンテキスト

を必要なデータベースに変更し，次のコマンドを実行します。

select case when IS_MEMBER ('db_owner')=1
or IS_SRVROLEMEMBER ('sysadmin')=1
or (IS_MEMBER ('db_ddladmin') = 1 and
IS_MEMBER ('db_datareader')=1 and
IS_MEMBER ('db_datawriter')=1 and
IS_MEMBER ('db_denydatareader')=0 and
IS_MEMBER ('db_denydatawriter')=0 )
then 'User has enough permissions'
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else 'User does not have enough permissions'
end

データベース・ファイルのレイアウト

データベースを作成するときは，少なくとも 1つのデータ・ファイル(拡張子 .mdf)と1つのトランザクショ

ン・ログ・ファイル(拡張子 .ldf)で構成する必要があります。追加のデータ・ファイル( .ndf)や追加のロ

グ・ファイル( .ldf)を作成することもできます。

パフォーマンスの向上を図るために，複数のデータ・ファイルを作成することもできます。その場

合，Microsoft SQL Serverによってデータ・ファイル間でデータのストライピングが行われます。これによ

り，データのストライピングを行うRAID コントローラがない場合でも，データ・ファイルを通常の複数の

物理ディスクに分散してデータをストライピングできます。ただし，ログについてはシーケンシャルに読み

取られるため，ログ・ファイルの数を増やしてもパフォーマンスが向上することはありません。追加のログ・

ファイルは，既存のログのディスク領域が足りなくなったときに，別のディスクに作成してください。

データとログの配置

注意 :

l データ・ファイルまたはログ・ファイルを，ページ(スワップ)ファイルが格納されるディスクと同じディ

スクに格納しないことをお勧めします。

l データ・ファイルとログ・ファイルは別々のディスク・サブシステムに配置することをお勧めします。

l ログ・ファイル :変更はログに書き込まれるまでデータベースにフラッシュされることはありません。ま

た，ログのアーキテクチャでは書き込みが連続的に行われます。そのため，可能なかぎりログの活

動を妨げないようにすることが望まれます。ログの書き込みは連続的に行われるため，通常は

RAID 1システムに配置すれば十分です。ログから読み取りを行うプロセスがある場合 (たとえば，

ログ・レコードまたはトランザクション・レプリケーションからの情報に基づいて組み立てられる挿入

ビューと削除ビューにアクセスするトリガがある場合など)，または，異なるデータベース用の複数の

ログ・ファイルがある場合は，1つまたは複数のログ・ファイルをRAID 0+1(ストライピングとミラーリン

グ)システムに配置することを検討してください。

l データ・ファイル :データ・ファイルは，最適なパフォーマンスが得られるようにRAID 0+1システムに

配置します。

ファイルとデータベースのプロパティ

データベースを作成するときは，次のプロパティを各ファイル( .mdf， .ndf， .ldf)について指定できます。

l NAME :後でプロパティの1つを変更するときに使用できる論理ファイル名。

l FILENAME :物理ファイルのパスと名前。作成先ディレクトリが圧縮されていないことを確認しま

す( Windowsエクスプローラでディレクトリを右クリックして［詳細設定］を選択し，圧縮に関する

チェック・ボックスが選択されていないことを確かめます)。

l SIZE :ファイルの初期サイズ。

l MAXSIZE :ファイルの最大サイズ。ファイルがこのサイズになるまで拡張が可能です。この引数を

省略した場合，または［無制限］を指定した場合，ディスクがいっぱいになるまでファイルを拡張で
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きます。

l FILEGROWTH :ファイルの自動拡張の増分量。この引数には，既存のファイル・サイズに対する

パーセンテージ，または固定のサイズのどちらかを指定できます。

クライアントから送信された変更通知によって自動拡張処理が開始され，クライアントがタイムア

ウトした場合，拡張処理は正常に終了しません。このため，次回クライアントが変更通知を送信

したときには，自動拡張処理が始めから開始され，再びタイムアウトする可能性があります。

この問題を避けるには，データベースが容量の上限近く達するたびに(たとえば空き容量が残り

20%を下回るなど)ファイルを手動で拡張するか，または拡張の増分量を，クライアントのタイムア

ウト設定よりも短い時間で割り当てることが可能な固定のサイズに設定することをお勧めします。

増分量を小さくすると，ファイル・システムのフラグメンテーションが増えるためお勧めしません。他方

で，非常に大きな増分量を使用すると，自動拡張が終了するのを待っている間に，クライアント

の送信する変更の接続がタイムアウトしてしまうことがあります。大規模なデータベースでは，パー

センテージ増分量によってデータベースが急激に増大する可能性があるため，パーセンテージ増

分量は回避する必要があります。

この問題の詳細については，Microsoftナレッジ・ベースの記事 - 305635
( http://support.microsoft.com/kb/305635)を参照してください。

tempdb データベース設定

tempdbシステム・データベースを頻繁に拡張すると，データベースのパフォーマンス，特に大規模な

Microsoft SQL Serverシステムに影響を及ぼすおそれがあります。そのため， tempdbのサイズは，早

期に拡張する必要がない十分な大きさにしてください。増分量はフラグメンテーションを避けるのに十

分な大きさにして，しかも適度な時間で拡張し，大きくなりすぎないようにしてください。最小初期サ

イズ1GB，増分量 50MBで tempdbを作成します。 tempdbデータベースは，複数のディスク，理想

的にはRAID 0+1コントローラでストライピングしてください。 tempdbデータベースは，それぞれのディ

スク・セットに移動することをお勧めします。

過酷な使用時でも tempdbが拡張できる十分なディスク容量を確保するために， tempdbを配置す

るドライブには少なくとも 20GBの空きディスク容量を残しておくことをお勧めします。

ファイル・グループ

ファイル・グループはデータ・ファイルを論理的にグループ化するものです。次の各オブジェクトは，それぞ

れ個別のファイル・グループ単位に含めることができます。

l テーブルのデータ

l テーブルのラージ・オブジェクト ( text，ntext， imageカラム)

l インデックス

データは，オブジェクトの格納先であるファイル・グループに属しているすべてのファイルに，各ファイルの

空き容量に比例して挿入されます。 .mdfファイルは PRIMARYファイル・グループに配置されます。こ

のグループは，データベースの作成時にはDefaultのファイル・グループとしてマークされています(ファイ
ル・グループが指定されていないときの，オブジェクトの標準のファイル・グループ)。ほかのデータ・ファイ

ル( .ndfファイル)を個別のファイル・グループに配置しなければ，これらのファイルも PRIMARYファイ

ル・グループに配置されます。Defaultファイル・グループは，後で変更できます。
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ファイル・グループはパフォーマンス・チューニングや保守に利用できます。詳細については，Microsoft
SQL Serverのオンライン・ドキュメント http://www.microsoft.com/downloads(英語版 )を参照してく

ださい。

ファイル・グループを保守のために使用する方法の例を次に示します。

l 部分的復元 :Microsoft SQL Serverでは，単一のテーブルの復元がサポートされていません。単

一のテーブルをファイル・グループに配置した場合でも，ほかのデータよりも前の時点までファイル・

グループを復元することはできません。その代わりに，ファイル・グループとほかのデータとの同期をと

るために，すべてのログ・ファイルのバックアップを適用する必要があります。Microsoft SQL Serverで
は，別の名前が付いたデータベースへの部分的復元がサポートされています。部分的復元を使う

と，単一のファイル・グループの復元が可能になり，指定時点への復元を実施できます。ただ

し，PRIMARYファイル・グループには SYSTEMテーブルが含まれているため，このファイル・グルー

プを復元する必要があります。

論理的なエラーが発生した場合に単一のテーブルを指定時点まで復元するには，次のようにファ

イル・グループをデータベースに設計する必要があります。

n .mdf ファイルが，PRIMARYファイル・グループ内の唯一のファイルであることを確認します。

n それぞれの大きなテーブルを個別のファイル・グループに配置します。

n 小さなテーブルをすべて，別の1つのファイル・グループに配置します。

システム・データベース

Microsoft SQL Serverの良好なパフォーマンスを実現する上で，次のシステム・データベースは特に重

要です。

l tempdb : tempdbシステム・データベースは，Microsoft SQL Serverのさまざまな処理において明

示的にまたは暗黙のうちに使用されます。これらの処理には，ローカルおよびグローバルの一時

テーブルの作成，クエリ実行の中間結果をスプールするために暗黙のうちに実行される作業テー

ブルの作成，ソート処理，などがあります。

システムが正しく設定されていないと， tempdbデータベースがパフォーマンスのボトルネックになること

があります。そのため， tempdbデータベースの初期サイズを正しく決定することが非常に重要で

す。

データベース・サイズの設定の詳細については，「tempdbデータベース設定」( 16ページ) を参照し

てください。

tempdbのファイルを移動するには，ALTER DATABASE tempdbMODIFY FILEコマンドを使用し

て，Microsoft SQL Serverを再起動します。

l master，msdb，model :これらのデータベースはMicrosoft SQL Serverを運用する上できわめて

重要ですが，メタ・データのみ格納されるため， tempdbよりも小さなサイズです。

これらのデータベースの格納先には，フォールト・トレラントのディスク( RAID 1が理想的 )を使用す

ることをお勧めします。
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注 : HP Universal CMDBの認定を受ける場合は，システム・データベースをフォールト・トレラント

のディスクに配置してください。RAID 1ディスクを使用することをお勧めします。

データベースのプロパティをチェックするには，次のコマンドを実行します。

EXEC sp_helpdb <データベース名>

データベースの設定

必要なデータベースの作成が完了したら，データベースに新しいファイルを追加したり，既存のデータ

ベース・ファイルのプロパティを変更したり，データベース設定オプションを適切に設定したりできます。

本項の内容

「データベース・ファイルの設定」( 18ページ)

「データベースの設定オプション」( 18ページ)

データベース・ファイルの設定

データベース・ファイルの特定のプロパティの変更や，ファイルの追加および削除は，次の方法で実行

できます。

l Management Studioの［プロパティ］ダイアログ・ボックスを使用する

l ALTER DATABASEコマンドを使用します。詳細については，Microsoft SQL Serverのオンライ

ン・ドキュメント http://www.microsoft.com/downloads (英語版 )を参照してください。

ファイルの追加

データ・ファイルは，データベースの既存のファイル・グループまたは新規のファイル・グループに追加でき

ます。特別な制約や要件はありません。

ファイルの削除

ファイルを削除するには，まずDBCC SHRINKFILEコマンドのEMPTYFILEオプションを使用してファ

イルを空にする必要があります。これにより，ファイルのデータがファイル・グループ内のほかのすべての

ファイルに送信されます。ファイルを空にしたら，ALTER DATABASE <データベース名> DROP FILE
コマンドを使用してファイルを削除できます。

ファイル・プロパティの変更

すべてのデータベースについて，サイズに関連するプロパティを変更できるほか， tempdbデータベースに

ついては，ファイル名プロパティを変更できます(この変更はMicrosoft SQL Serverの再起動後に有

効になります)。SIZE，MAXSIZEおよびFILEGROWTHプロパティは，ALTER DATABASE tempdb
MODIFY FILEコマンドを使用して変更できます。SIZEプロパティは拡大のみが可能です。

ファイルを縮小するにはDBCC SHRINKFILEコマンドを使用します。ファイルのプロパティの詳細およ

び推奨事項については，「データベースの作成」( 14ページ) を参照してください。

データベースの設定オプション

各データベースには，データベースの振る舞いを決める 1組の設定オプションが格納されています。

データベース・オプションは，次のユーティリティのいずれかを使用して表示または変更できます。
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l Management Studioの［プロパティ］ダイアログ・ボックスの［オプション］タブ

l EXEC sp_dboptionsストアド・プロシージャ

l ALTER DATABASE <データベース名> SETコマンド

注 : このダイアログ・ボックスで，すべてのデータベース設定オプションを使用できるわけではありませ

ん。

次の表は，標準の設定オプション，およびHP Universal CMDBの認定を受けるのに必要な設定の

一覧を示します。

設定オプション 詳細 標準設定

HP Universal
CMDB Microsoft
SQL Server における

認定

ANSI NULL既定

値 (表の最後の

注を参照 )

データベース・カラムを標準で NULLとし
て定義するか，NOT NULLとして定義

するかを指定します。

未設定 未設定

ANSI PADDING カラムの定義済みサイズよりも短い値を

カラムに格納する方法，および

char，varchar，binary，varbinaryデータ

で末尾に空白が含まれる値をカラムに

格納する方法を制御します。

OFF ON

自動終了 データベースのリソースが解放され，すべ

てのユーザがログアウトした後に，データ

ベースをシャットダウンするかどうかを指

定します。

未設定 未設定

注 :設定した場

合，データベース

の終了後，ユー

ザが接続するた

びにデータベース

によるリソースの

割り当てに時間

がかかることがあ

ります。

統計の自動作成 クエリの最適化のために必要となる欠

落データに関する統計情報を，最適化

中に自動的に作成するかどうかを指定

します。

セット セット
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設定オプション 詳細 標準設定

HP Universal
CMDB Microsoft
SQL Server における

認定

自動圧縮 25%の空き領域を残すためにデータ

ベースを 1時間ごとに自動的に圧縮す

るかどうかを指定します。

未設定 未設定

注 :設定した場

合，定常的な

拡張や縮小に

よってファイル・シ

ステムのフラグメ

ンテーションが生

じることがありま

す。

統計の自動更新 クエリの最適化のために必要となる失

効データに関する統計情報を，最適化

中に自動的に作成するかどうかを指定

します。

セット セット

互換性レベル データベースの(アプリケーションに対す

る)見かけ上のMicrosoft SQL Server
のバージョンです。

インストー

ルされてい

るリリースと

同じバー

ジョン

インストールされてい

るリリースと同じバー

ジョン

読み取り専用 データベースは読み取り専用です。 未設定

( READ_
WRITE)

READ_WRITE

復旧 データベースの復旧モデルのレベルによっ

て，復旧の能力が決まります。復旧モ

デルのレベルに応じて，一括操作ログ

( Select into，Bulk， Insert，Create
index，LOB操作など)の量が制御され

ます。復旧モデルのレベルが高いほど，

復旧能力が高くなります。ただし，復旧

能力が高くなる分ログの量も増えるた

め，パフォーマンスに影響を与える可能

性があります。

完全 フル(より低い復旧能

力でシステムが十分

対応できることが確

実にわかっている場

合を除く)

再帰トリガ 再帰トリガをサポートするかどうかを指

定します。

未設定 未設定
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設定オプション 詳細 標準設定

HP Universal
CMDB Microsoft
SQL Server における

認定

アクセスを制限す

る

単一のユーザまたは db_
owner，dbcreator，sysadminの各グ

ループのメンバだけがデータベースにアク

セスできます。

未設定

( MULTI_
USER)

MULTI_USER

破損ページ検出 不完全なページを検出できるようにする

かどうかを指定します。

セット セット

チェックポイント時

のログの切り捨て

ログの非アクティブ部分を自動的に

マークし，チェックポイントで再利用でき

るようにします。

未設定 該当なし

引用符で囲まれ

た識別子を使用

Microsoft SQL Serverにおいて，引用

符に関するANSI規則を適用するかど

うかを指定します。二重引用符を，カラ

ムやテーブル名などの識別子に対して

のみ使用することを指定する場合に，こ

のオプションを選択します。この場合，

文字列を単一引用符で囲む必要があ

ります。

未設定 未設定

注 :

Management Studioでは，すべてのANSIオプションを設定できるわけではありません。ANSI
データベース設定オプションには，ANSI_NULLS，ANSI_NULL_DEFAULT，ANSI_
PADDING，ANSI_WARNINGS，ARITHABORT，CONCAT_NULL_YIELDS_
NULL，NUMERIC_ROUNDABORT，およびQUOTED_IDENTIFIERなどがあります。

なお，設定したオプションは，より上位のオプション設定が優先されるため，有効にならない場合

があります。

たとえば，セッション・オプションQUOTED_IDENTIFIERがオンにされた場合，それと同等のデー

タベース設定オプションは無視されます。ツールやデータベース・インタフェースによっては，特定の

セッション・オプションを onまたは offにするものがあります。そのような場合は関連するデータベー

ス設定オプションが効果を持つことはありません。

次の表は，各復旧モデルの特性の概要を示します。
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モデル / サ
ポート

ログのバックアッ

プ

指定時点またはロ

グ・マークまでの復元

データ・クラッシュ時の

バックアップ・ログ(クラッ

シュ時点までの変更を

保存 )

一括操作ロ

グの量 (一括

操作のパ

フォーマンスに

影響を与える

可能性あり)

簡易 なし なし なし 最小

一括ログ はい なし なし 最小

完全 はい はい はい 完全

データベースのプロパティをチェックするには，次のコマンドを実行します。

EXEC sp_helpdb <データベース名>

SQLデータベースの詳細については，Microsoft SQL Serverのオンライン・ドキュメント

( http://www.microsoft.com/downloads) (英語版 )を参照してください。
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第5章 : Windows 認証を使用したMicrosoft SQL
Serverデータベースへのアクセス

別途設定を行わない限り，HP Universal CMDBではMicrosoft SQL Server認証を使用して

Microsoft SQL Serverデータベースにアクセスします。ただし，Windows認証を使用することもできま

す。

この章のでは，HP Universal CMDBでWindows認証を使用してMicrosoft SQL Serverデータベー

スにアクセスする方法について説明します。

注 : この章に記載の認証手順は，HP Universal CMDB とともにConfigurationManagerに関連

します。

本章の内容

HP Universal CMDBでWindows認証による作業を有効にする 23

HP Universal CMDBでWindows認証による作業を有
効にする

HP Universal CMDBで，HP Universal CMDBにアクセスするために，Microsoft SQL Server認証の

代わりにWindows認証を使用することができます。

HP Universal CMDBでWindows認証を使用してMicrosoft SQLデータベースにアクセスするには，

次の操作を行う必要があります。

l Windows認証を使用するようにMicrosoft SQL Serverを設定します。

l Microsoft SQLデータベースにアクセスするために必要な権限を持っているWindowsユーザが，す

べてのHP Universal CMDBサーバ上で HP Universal CMDBサーバ・サービスを起動します。

l UCMDBサーバの設定ユーティリティを実行してMicrosoft SQLデータベースを作成するか，または

接続し，Windows認証を使用することを指定します。

本項の内容

「Windows認証を使用するためのMicrosoft SQL Serverの設定」( 23ページ)

「Windowsユーザを使ったUCMDBサーバ・サービスの起動 」( 24ページ)

「Windows認証を使用したMicrosoft SQLデータベースの作成または接続」( 25ページ)

Windows認証を使用するためのMicrosoft SQL Serverの設定

Windows認証で使用するMicrosoft SQL Serverを設定するには，次の手順を実行します。

1. SQL Server EnterpriseManagerで，［セキュリティ］ > ［ログイン］の順に選択し，右クリックして

［新規ログイン］を選択します。
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2. ドメイン名を含む希望のドメイン・アカウントを入力します。形式は，DOMAIN\USER(例 :MY_
DOMAIN\MY_ACCOUNT)のようになります。

3. ［サーバロール］タブで，［System Administrators］を選択し，［OK］をクリックします。

Windowsユーザを使ったUCMDB サーバ・サービスの起動

標準設定では，UCMDBサーバ・サービスは，システム・サービスとして実行されます。Microsoft SQL
ServerでWindows認証を使うように設定した場合は，UCMDBサーバを実行しているユーザを

Microsoft SQL Serverに対して定義したのと同じ Windowsユーザに変更し，サービス・ユーザがデー

タベースにアクセスできるようにする必要があります。

UCMDBサーバのサービス・ユーザを変更するには，次の手順を実行します。

1. HP Universal CMDBを無効にします( ［スタート］ > ［プログラム］ > ［HP UCMDB］ > ［HP
Universal CMDB サーバの停止］)。

2. Microsoftの［サービス］ウィンドウに移動して，［UCMDB_Server］をダブルクリックします。

［UCMDB_Serverのプロパティ］(ローカル・コンピュータ)ダイアログ・ボックスが開きます。

3. ［ログオン］タブをクリックします。

4. ［アカウント］を選択し，Microsoft SQL Serverに対して事前に定義したユーザを参照して選択

データベース・ガイド
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します。

5. 選択したユーザのWindowsパスワードを入力し，このパスワードを確認します。

6. ［適用］をクリックして設定を保存し，［OK］をクリックしてダイアログ・ボックスを閉じます。

7. HP Universal CMDBを有効にします( ［スタート］ > ［プログラム］ > ［HP UCMDB］ > ［HP
Universal CMDB サーバの開始］)。

Windows認証を使用したMicrosoft SQLデータベースの作成または接続

UCMDBサーバの設定ユーティリティを使用して，データベースを作成または接続します。Windows
認証を使用してMicrosoft SQLデータベースを作成または接続するには，UCMDBサーバの設定

ユーティリティ内でこのオプションを選択する必要があります。ユーティリティの使用の詳細については，

対話式の『HP Universal CMDBデプロイメント・ガイド』 のサーバへのアクセスに関する項を参照して

ください。

データベース・ガイド
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第6章 : Oracleサーバ・デプロイメントの概要

本章の内容

Oracleサーバのデプロイメントについて 27

システム要件 27

Oracle サーバのデプロイメントについて

HP Universal CMDBで使用するOracleサーバをデプロイするには，次の手順を実行します。

l Oracleサーバをインストールします。

Oracleソフトウェアのインストールの詳細については，使用しているOracleプラットフォームのドキュ

メントに含まれるインストール・ガイドを参照してください。ソフトウェアのインストール・オプションにつ

いては，「サーバの設定と規模に関するガイドライン」( 32ページ) を参照してください。

l Oracleサーバ上にデータベースを構築して，HP Universal CMDB データを保管します。

インスタンスの設定と規模に関するガイドラインについては，「サーバの設定と規模に関するガイド

ライン」( 32ページ) 参照してください。データベース・インスタンスのインストールの詳細については，

使用しているOracleプラットフォームのドキュメントに含まれるインストール・ガイドを参照してくださ

い。

l 1つ以上のOracle表領域を作成して，HP Universal CMDB データを保管します。

詳細については，「Oracle表領域」( 35ページ)を参照してください。

l HP Universal CMDB スキーマに対して Oracleユーザ・スキーマを作成します。

HP Universal CMDBのユーザ・スキーマを手動で作成することも，UCMDBサーバの設定ウィザー

ドを使って作成することもできます( ［スタート］>［UCMDB］>［HP Universal CMDB サーバ設定

ウィザードの開始］)。HP Universal CMDB用 Oracleユーザ・スキーマの作成の詳細については，

「Oracleサーバ・データベース・スキーマの手動作成」( 29ページ)を参照してください。

システム要件

本項では，HP Universal CMDB と連動してOracleサーバを使用するためのシステム要件について

説明します。

本項の内容

「ハードウェア要件」( 27ページ)

「ソフトウェア要件」( 28ページ)

ハードウェア要件

HP Universal CMDBハードウェアのサイズ設定ガイドラインについては，「ハードウェア要件」( 7ペー

ジ) を参照してください。
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Oracleハードウェア要件については，お使いのOracleプラットフォーム向けに用意されているインス

トール・ガイドを参照してください。Oracleソフトウェア配布メディアおよびOracleオンライン・ドキュメン

トでも，追加情報を参照できます。Oracleドキュメントについて

は，http://otn.oracle.com/documentation/index.html(英語サイト )を参照してください。

ソフトウェア要件

Oracleサーバに対応するバージョンの詳細については, 『HP Universal CMDBサポート・マトリックス』

の「サーバ・データベース要件」を参照してください。

データベース・ガイド
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第7章 : Oracleサーバ・データベース・スキーマの手
動作成

本章の内容

Oracleデータベース・スキーマの概要 29

前提条件 29

スキーマの標準設定および一時表領域の作成 29

スキーマ・ユーザ権限の作成 30

スキーマとスキーマ・オブジェクトの作成 31

Oracle データベース・スキーマの概要

HP Universal CMDBは，永続性に構成管理データベース( CMDB)を使用します。

HP Universal CMDBのセットアップ中に，セットアップ手順によって新しいスキーマを自動的にセット

アップすることも，既存のスキーマを使用することもできます。既存のスキーマは事前に手動で作成し

ておくか，同じバージョンのHP Universal CMDBを一度インストールすることで作成しておくことが可

能です。

スキーマのセットアップをセットアップ手順による自動的に作成することを選択するには,管理者権限が

必要です。通常は，システム・アカウント資格情報を使います。組織のセキュリティ制限などにより,
データベース管理者接続パラメータを送信できない場合は，事前にスキーマを手動でセットアップしま

す。

HP Universal CMDBサーバのインストールの詳細については，対話式の『HP Universal CMDBデプ

ロイメント・ガイド』 を参照してください。

前提条件

データベース・スキーマを作成する前に，Oracleドキュメントに従ってOracleデータベース・サーバをイン

ストールする必要があります。Oracleデータベース・サーバ設定の詳細については，「サーバの設定と

規模に関するガイドライン」( 32ページ) を参照してください。

セットアップを実行する前にHP Universal CMDBデータベースを手動で作成する場合 ,セットアップ手

順の中で既存のスキーマを使用するオプションを選択し，指示される既存のスキーマに関して適切な

データを入力します。入力したデータは設定ファイルに書き込まれ，既存のスキーマに接続するため

に JDBC ドライバによって使用されます。

スキーマの標準設定および一時表領域の作成

データベース管理者は，HP Universal CMDBスキーマをホスティングするデータベース・インスタンスで

少なくとも 1つの一時表領域を作成し，HP Universal CMDBスキーマの標準の表領域として機能

する少なくとも 1つの表領域を作成してください。
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表領域の仕様は，RAID構成，利用可能なディスク，およびストレージ・デバイスを考慮に入れ，ス

トレージ・ポリシーに従って作成してください。

表領域のファイル・サイズと推奨設定の詳細については，「Oracle表領域の設定」( 36ページ) を参

照してください。

スキーマ・ユーザ権限の作成

データベース管理者は，HP Universal CMDBアプリケーションで必要とされるデータベース権限のある

Oracleスキーマ・ユーザを作成してください。

HP Universal CMDBスキーマ・ユーザには，次のデータベース権限を割り当てる必要があります。HP
Universal CMDBインストーラでは，新しいOracleユーザを作成する場合に後述の権限も使用され

ます。

l ロール

n 接続

l 権限

n CREATE TABLE

n CREATE VIEW

n CREATE SEQUENCE

n CREATE TRIGGER

n CREATE PROCEDURE

n UNLIMITED TABLESPACE

n ALTER USER ${user} DEFAULT ROLE ALL

n CREATE TYPE

n EXECUTE ON DBMS_LOB

n EXECUTE ON DBMS_STATS

注 :

l HP Universal CMDBでは，より高度な権限のあるユーザをサポートしています。HP
Universal CMDBの認定に沿うためには，前述の的確な Oracle権限を持っているOracle
ユーザを使います。

l 最後 2つの権限 ( EXECUTE ON DBMS_LOB とEXECUTE ON DBMS_STATS)は標準

設定で付与されます。

データベース・ガイド
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スキーマとスキーマ・オブジェクトの作成

データベース管理者は,CMDB永続性を目的とするスキーマを作成します。

「スキーマ・ユーザ権限の作成」( 30ページ) に説明されている権限を持つユーザ・スキーマを作成しま

す。オブジェクトを作成してこのスキーマをポピュレートする際に，スクリプトは必要ありません。

データベース・ガイド
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第8章 : サーバの設定と規模に関するガイドライン

本章では，OracleサーバとHP Universal CMDBを使って作業するときに使用する，Oracleデータ

ベースの設定とストレージの設定に関するガイドラインを紹介します。推奨する設定は，HP
Universal CMDBデプロイメントの規模によって異なります。詳細については，「HP Universal CMDB
の規模」( 6ページ)を参照してください。

本章の内容

Oracleパラメータの設定 32

Oracle表領域 35

Oracle表領域の設定 36

RAID構成の使用 39

HP Universal CMDBのサポートと認定に関するチェックリスト 40

Oracle パラメータの設定

次の表に，HP Universal CMDBデータベース・サーバを使って作業するときに，Oracleデータベースの

さまざまな初期化パラメータで推奨される値を示します。

パラメータ名

HP Universal CMDB
のデプロイメント

備考小規模 大規模

DB_BLOCK_
SIZE

8K 8K-16K オペレーティング・システムのブロック・サイズの倍数に

する必要があります。

DB_CACHE_
ADVICE

ON ON チューニングが必要な際に統計情報を収集するた

めに使用します。 .

SGA_TARGET 1GB 4GB以

上

表の後の備考を参照。

MEMORY_
TARGET

2GB 5GB以

上

表の後の備考を参照。

LOG_BUFFER 1MB 5MB

DB_FILE_
MULTIBLOCK_
READ_COUNT

Oracleの標

準設定値

Oracleの
標準設

定値

PROCESSES 200 400 安全のためさらに 100を加算してください。

SESSIONS 225 445 (1.1 * PROCESSES) + 5
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パラメータ名

HP Universal CMDB
のデプロイメント

備考小規模 大規模

OPTIMIZER_
INDEX_COST_
ADJパラメータ

値

100 100 パフォーマンスに影響します。

TIMED_
STATISTICS

True True

LOG_
CHECKPOINT_
INTERVAL

0 0

LOG_
CHECKPOINT_
TIMEOUT

0または

1,800以上

0または

1,800以
上

OPTIMIZER_
MODE

ALL_
ROWS

ALL_
ROWS

CURSOR_
SHARING

Exact Exact

OPEN_
CURSORS

800 800

COMPATIBLE インストール

されているリ

リースと同じ

インストー

ルされて

いるリリー

スと同じ

SQL_TRACE False，True False

UNDO_
MANAGEMENT

自動 自動

UNDO_
RETENTION

Oracleの標

準設定値

Oracleの
標準設

定値

RECYCLEBIN Off Off

NLS_LENGTH_
SEMANTICS

BYTE BYTE このパラメータは，文字タイプのカラムの長さの定義

を制御します。

NLS_COMP BINARY BINARY このパラメータに対して異なる値を使用すると，深

刻なパフォーマンス上の問題が発生する場合があり

ます。

データベース・ガイド
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パラメータ名

HP Universal CMDB
のデプロイメント

備考小規模 大規模

NLS_SORT BINARY BINARY このパラメータに対して異なる値を使用すると，深

刻なパフォーマンス上の問題が発生する場合があり

ます。

WORKAREA_
SIZE_ POLICY

AUTO AUTO

PGA_
AGGREGATE_
TARGET

400MB 1GB以

上

STATISTICS_
LEVEL

TYPICAL TYPICAL 必要な場合にチューニングを有効にします。

OPTIMIZER_
CAPTURE_
SQL_PLAN_
BASELINES

FALSE FALSE 計画キャプチャをOracle 11gのSQL管理ベース

( SMB)の一部として制御します。

AUDIT_TRAIL NONE NONE Oracle 11gでは，標準設定がnoneからdbに変

更されています。つまり，定義済みのデータベース監

査がSYS.AUD$ 監査証跡テーブルに書き込まれ

ます。システムの表領域が増加しないように，この

値を noneに変更することをお勧めします。

CURSOR_
SPACE_FOR_
TIME

False False

USE_
STORED_
OUTLINES

False False Oracleの標準設定

BLANK_
TRIMMING

False False

FIXED_DATE 未設定 未設定 HP Universal CMDBでは，アプリケーション・プロセ

スの一部としてシステム時間を生成する場合

に，SYSDATE機能を使用します。

_PARTITION_
LARGE_
EXTENTS

FALSE FALSE Oracle 11.2.0.2のみに関連します。この非表示の

パラメータを TRUEに設定すると,ネイティブのパー

ティション分割された表に影響がでます。各パーティ

ションの初期エクステントは非常に大きなため,データ

ベースのデータ・ファイルが不必要に増加します。

次の点に注意してください。

データベース・ガイド
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l SGA_TARGET :このパラメータを設定すると，Oracleに自動的に，バッファ・キャッシュ( db_
cache_size)，共有プール( shared_pool_size)，ラージ・プール( large_pool_size)， javaプール

( java_pool_size)，およびStreamsプール( streams_pool_size)のサイズを決定するように設定さ

れます。

SGA_TARGETに設定した値によって，SGAコンポーネント全体のサイズが決まります。

SGA_TARGETを設定し(つまり，値が0でない場合 )，前述のプールのいずれかがゼロ以外の値

に設定されている場合，プールの値がそのプールの最小値として使用されます。

l MEMORY_TARGET :Oracle 11gの自動メモリ管理を使用すると，インスタンスのメモリ全体がイ

ンスタンスによって自動で管理，調整されます。インスタンスのメモリには，システム・グローバル領

域 ( SGA)とプログラム・グローバル領域 ( PGA)があります。Oracle 11gでは，設定する必要のある

メモリ・パラメータはMEMORY_TARGETのみですが，SGA とPGAコンポーネントのサイズが頻繁

に変更されることを回避するためにSGA_TARGETやPGA_AGGREGATE_TARGETを設定す

ることもお勧めします。SGA_TARGETとPGA_AGGREGATE_TARGETに入力された値は，最

小値として機能します。

Oracle 表領域

Oracle表領域は，テーブルやインデックスなどのデータベース・オブジェクトを格納する論理的なコンテ

ナであるOracleオブジェクトです。HP Universal CMDBで作業を行う場合，HP Universal CMDB
ユーザ・スキーマに 1つ以上のデフォルトの表領域を作成する必要があります。また，HP Universal
CMDB専用の一時表領域を作成することもできます。表領域を作成するには，表領域を物理的

に表現する特定のオペレーティング・システム・ファイルのほか，エクステント・パラメータを指定する必要

があります。

オペレーティング・システム・ファイルをマッピングするときのオプションの1つに，ファイルを自動拡張可能

にするオプションがあります。HP Universal CMDBではこの機能はサポートされていますが，使用する

とHP Universal CMDBの認定を受けられません。これは，この機能により，システムによって利用可

能なディスク領域がすべて消費されてしまう可能性があるためです。

表領域のローカル管理

表領域のローカル管理はOracle8iで導入された機能です。Oracle8iより前では，すべての表領域

がディクショナリ管理される表領域でした。エクステントがローカルで管理される表領域には，固定の

エクステント・サイズを割り当てるか，またはシステムによって自動的に決定される可変のエクステント・

サイズを割り当てることができます。表領域を作成するときに，uniformまたは autoallocate (システ

ム管理 )のオプションによって割り当てのタイプを指定します。

システム管理のエクステントの場合は，64 KBを最小とする最適なエクステント・サイズがOracleによっ

て決められます。永続表領域の場合は，この64 KBが標準のエクステント・サイズになります。

永続表領域の場合は，この64 KBが標準のエクステント・サイズになります。エクステントがローカルに

管理される一時表領域では，この種類の割り当てしか使用できません。

NEXT，PCTINCREASE，MINEXTENTS，MAXEXTENTS，およびDEFAULT STORAGEの各格

納パラメータは，ローカルに管理されるエクステントでは無効です。
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HP Universal CMDBを使って作業するときは，すべてのデータと一時表領域をローカルで管理する

必要があります。

TEMPFILEを使用して一時表領域をローカルで管理する方法については，「一時表領域の設定」

( 37ページ)を参照してください。

Oracle 表領域の設定

本項では，データ表領域，一時表領域，REDOログ，およびUNDO表領域について，ストレージの

設定とファイル・サイズに関するガイドラインを示します。

本項の内容

「データ表領域の設定」( 36ページ)

「システムの表領域の設定」( 37ページ)

「一時表領域の設定」( 37ページ)

「REDOログの設定」( 38ページ)

「UNDOセグメントの設定」( 38ページ)

データ表領域の設定

次の表は，HP Universal CMDB表領域の推奨サイズを示します。

表領域

HP Universal CMDB のデプロイメント

備考小規模 大規模

CMDB 5GB 60GB 指定したサイズは必

要最小限のサイズ

です。

注 :表のデータが関係するのは，次のパラメータに標準設定値が割り当てられているときのみに

なります。

l Oracleパラメータ deferred_segment_creationが trueに設定 (  Oracle 11g R2のみに該

当 )

l 表領域の設定 INITIAL_EXTENTが65,536に設定

データ表領域の標準のストレージ設定

データ表領域のストレージの設定は，次のとおりです。

l 表領域のローカル管理

l セグメント領域の自動管理

l ローカル・エクステントの自動管理

データベース・ガイド
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次のコマンドを使用して，データの表領域を作成できます。

CREATE TABLESPACE <表領域名> DATAFILE <データ・ファイルのフル・パス>’ REUSE SIZE <ファイ
ル・サイズ>
EXTENT MANAGEMENT LOCAL SEGMENT SPACE MANAGEMENT AUTO;

たとえば，

CREATE TABLESPACE APPTBS DATAFILE
’/ORADATA/ORCL/APPTBS1.DBF’ REUSE SIZE 1024M
EXTENT MANAGEMENT LOCAL SEGMENT SPACE MANAGEMENT AUTO;

システムの表領域の設定

次の表に，システムの表領域の推奨設定を示します。

表領域

HP Universal CMDB のデプロイメント

小規模 大規模

SYSTEM 2GB 5GB

SYSAUX 2GB 5GB

システムの表領域のストレージ標準設定は次のとおりです。

l 表領域のローカル管理

l セグメント領域管理

n SYSAUX:自動

n SYSTEM:手動

l ローカル・エクステントの自動管理

一時表領域の設定

次の表は，一時表領域の推奨設定を示します。

表領域

HP Universal CMDB のデプロイメント

備考小規模 大規模

TEMP 1GB 10GB 大きな表領域では複数の

ファイルを使用してください。

データベース・ガイド
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表領域

HP Universal CMDB のデプロイメント

備考小規模 大規模

TEMPのストレー

ジの設定

固定の割り当て :2
MB

固定の割り当て :2
MB

l ローカル管理が望まれま

す(固定の割り当て)。

l 表領域のタイプは一時に

します( TEMPFILEを使

用 )。

l 一時テーブルスペースのセ

グメント領域管理は手動

です。

REDOログの設定

次の表は，REDOログ・ファイルの推奨設定を示します。

設定

HP Universal CMDB のデプロイメント

小規模 大規模

REDOログ・ファイルのサイズ 100MB 200MB～500MB

グループの最小数 4 4

グループごとのメンバの最小数 2 2

UNDOセグメントの設定

次の表は，推奨するUNDOの設定を示します。

設定

HP Universal CMDB のデプロイメント

備考小規模 大規模

UNDO表領域のサイズ 1GB 10GB セグメント数，最小エク

ステント数，およびロー

ルバック・セグメントのサ

イズ(初期，増分 )は，

すべてOracleによって

自動的に設定されま

す。

UNDO_MANAGEMENTパラ

メータ

AUTO Oracleの標準設定値

UNDO_RETENTIONパラ

メータ

Oracleの標準設定値

UNDO表領域のストレージの標準設定は次のとおりです。

データベース・ガイド

第8章 :サーバの設定と規模に関するガイドライン

HP Universal CMDB (10.10) 38 / 54ページ



l 表領域のローカル管理

l セグメント領域の自動管理

l UNDO表領域のセグメント領域管理は手動です

RAID 構成の使用

RAIDの使用はOracleに対して透過的に行われます。RAID構成に固有の機能はすべて，Oracle
ではなくオペレーティング・システムによって処理されます。

RAIDデバイスの使用方法はOracleのファイル形式によって異なります。データ・ファイルとアーカイブ・

ログはランダムにアクセスされるため，RAIDデバイスに配置できます。REDOログはシーケンシャルに

アクセスされ，ディスク・ドライブのヘッドが直前の書き込み位置の付近にあればパフォーマンスが向上

するので，RAIDデバイスには配置しないようにします。ただし，OracleではREDOログ・ファイルのミ

ラーリングを行うよう強く勧めています。

RAIDは，Oracleによるデータの配置およびストライピングよりもずっと簡単な方法です。

次のRAID構成をお勧めします。

l 通常，RAIDは読み取り操作よりも書き込み操作に影響があります。特に，パリティの計算を必

要とする場合 ( RAID 3やRAID 5など)には，この傾向が顕著になります。

l オンラインREDOログ・ファイルまたはアーカイブREDOログ・ファイルは，RAID 1デバイスに配置で

きます。RAID 5は使用しないでください。また，分散パリティ( RAID 5)のストリーム書き込みのパ

フォーマンスは単純なミラーリング( RAID 1)の場合ほど良好でないため，TEMP表領域のデータ・

ファイルはRAID 5デバイスではなくRAID 1デバイスに配置してください。

l RAIDデバイスではOracleに影響を与えることなくスワップ領域を使用できます。

次の表は，各 Oracleファイル形式で使用するRAIDデバイスとそのタイプを示します。

RAID RAID の種類 制御ファイル データベース・ファイル

REDO ログ・ファイ

ル / 一時表領域

アーカイ

ブ・ファイ

ル

0 ストライピング 無効 OK 無効 無効

1 シャドウイング OK OK 推奨 推奨

0+1 ストライピング

+ シャドウイン

グ

OK 推奨 無効 無効

3 静的パリティ付

きストライピン

グ

OK 対象データ・ファイル

に対する書き込みの

操作の負荷が高い

ときは避けるべき

無効 無効

データベース・ガイド
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RAID RAID の種類 制御ファイル データベース・ファイル

REDO ログ・ファイ

ル / 一時表領域

アーカイ

ブ・ファイ

ル

5 循環パリティ付

きストライピン

グ

OK 対象データ・ファイル

に対する書き込みの

操作の負荷が高い

ときは避けるべき

無効 無効

注 :

l RAID 0では障害に対する保護はありません。綿密なバックアップ計画が必要になります。

l データベース・ファイルではRAID 0+1をお勧めします。負荷の集中を回避でき，ディスク障害

発生時も可能なかぎりのパフォーマンスが得られます。ただし，RAID 0+1の不利な点はコス

トがかかる点です。

l 一時表領域，REDOログには回転速度の最も速いディスクを使用します。アレイ内ではでき

るだけ多くのコントローラを使用し，REDOログ・グループを別々のコントローラに分散して配

置します。

HP Universal CMDBのサポートと認定に関するチェックリ
スト

本セクションでは，サポートおよび認定されているOracleオプションに関する情報を提供します。

HP Universal CMDBでの作業では，認定されているオプションをお勧めします。認定オプション

は，HPの品質保証担当者によって厳密なテストが実施されています。サポートされているオプション

とは，HPの品質保証担当者により基本的なテストが良好に実施されたオプションです。

オプション サポートされている 推奨 備考

詳細情

報

Oracleエ
ディション

Standard，Enterprise エンタープラ

イズ

専用 HP
Universal
CMDBサー

バ

不要 不要。HP
Universal
CMDB専

用のインス

タンスにす

ることをお

勧めしま

す。
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オプション サポートされている 推奨 備考

詳細情

報

複数の

Oracleイン

スタンスの

使用

はい なし すべてのインスタンスの構成を，認

定環境と同じにする必要がありま

す。

非標準

ポートの使

用

はい はい

UNDO管

理

自動， 手動 自動 認定環境では，UNDO_
MANAGEMENTパラメータを

AUTOに設定します

Oracle共
有サーバの

接続方法

はい なし HP Universal CMDBでは接続

プール・アーキテクチャを使用しま

す。認定環境では，専用サーバ接

続の方法を使用します

Oracleレプ

リケーション

完全にはサポートさ

れない

なし

オペレーティ

ング・システ

ムのファイル

圧縮

なし なし Oracleではサポートされていませ

ん。動作異常の原因となり，パ

フォーマンスに影響します。

必須のデー

タベース制

御ファイル

2以上 異なるディスクへの配置が理想的

です。

REDOロ

グ・グループ

3以上 4 OracleではREDOログ・ファイルの

ソフトウェア・ミラーリングが可能で

す。ソフトウェア・ミラーリングは，グ

ループごとにREDOログのメンバを

少なくとも 2つ作成することによって

実現します。同じグループのメンバ

は別々のディスクに配置します。

文字セット WE8ISO8859P1;
UTF8，AL32UTF8

AL32UTF8

OPEN_
CURSORS

800 800

アーカイブ・

ログ・モード

での作業

True; False True

データベース・ガイド
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オプション サポートされている 推奨 備考

詳細情

報

表領域ファ

イルでの自

動拡張オプ

ション

はい なし

ローカル管

理される

データ表領

域

はい はい 「表領

域の

ローカル

管理」

( 35ペー

ジ)

表領域の

エクステント

の管理

TEMP表領域では

ローカル固定

TEMP表

領域では

ローカル固

定

「Oracle
表領域

の設

定」( 36
ページ)

自動セグメ

ント領域管

理表領域

( ASSM)

はい はい

データベース・ガイド
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第9章 : Real Application Clusterのサポート

本章の内容

Oracle Real Application Cluster( RAC)について 43

シングル・クライアント・アクセス名 44

Oracle RACのクライアント側の設定 44

HP Universal CMDBデータベースの作成と接続 47

注 :本章の情報は上級ユーザのみを対象としています。

Oracle Real Application Cluster( RAC)について

クラスタとは，1つのサーバとしてエンド・ユーザとアプリケーションに表示される，相互に接続されている

サーバの集合のことです。Oracle Real Application Cluster ( RAC)は，高可用性，スケーラビリティ，

およびフォールト・トレランスを実現するためのOracleのソリューションです。Oracle Real Application
Cluster ( RAC)は，同じストレージを共有するクラスタ・サーバに基づいています。

Oracle RACは，複数のハードウェア・サーバのクラスタにインストールされた単一のOracleデータベー

スです。各サーバはデータベースのインスタンスを実行し，すべてのインスタンスは同じデータベース・ファ

イルを共有します。

Oracle RACの詳細については，使用するリリースのOracleドキュメント・セットの『Oracle
Clusterware Guide』(英語版 )および『Oracle Real Application Clusters Administration and
Deployment Guide』(英語版 )を参照してください。

本章では，次のOracle RACの例を使用します。

l Oracle RACデータベース名 :UCMDBRAC

l マシン名 :Server1，Server2

l 各マシンに，UCMDBRACのOracleインスタンスがあります。

n Server1のSID :RAC1

n Server2のSID :RAC2

l 各マシンに，仮想 IPがあります( Server1-VipおよびServer2-Vip) :

n Server1-Vipは Server1に割り当てられます。

n Server2-Vipは Server2に割り当てられます。

静的 IPに加えて仮想 IPがマシンに割り当てられます。
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l 両サーバのリスナーは，標準設定のポート 1521をリッスンし，データベース・サービスUCMDBRAC
をサポートします。

シングル・クライアント・アクセス名

Oracleは，リリース11gでシングル・クライアント・アクセス名 ( SCAN)を導入しました。これは，RACに

接続するクライアントで推奨されるアクセス方法です。この方法では，クライアントで個々のノードを

RACに構成する必要はありません。SCANまたは SCAN VIP と呼ばれる 1つの仮想 IPを使用しま

す。

SCANは，組織のドメイン・ネーム・サーバ( DNS)またはグリッド・ネーミング・サービス( GNS)に定義さ

れる，クラスタの単一のネットワーク名であり，クラスタ内の複数のリスナーを反映するいくつかの IPアド

レスを循環します。SCANを使用すると，クラスタに対してノードの追加や削除を行うときにクライアン

トを変更する必要がありません。

SCAN とそれに関連付けられた IPアドレスによって，クライアントが接続で使用する，クラスタを構成

するノードから独立した安定した名前が確保されます。データベース・サーバSCANのアドレス,仮想

IPアドレス,パブリック IPアドレスは,同じサブネット上に存在する必要があります。

HP Universal CMDB 10.10では,Oracle RACを使用する場合，SCAN方法を使用することをお勧

めします。

Oracle RAC のクライアント側の設定

HP Universal CMDBでは，DataDirectのJDBC ドライバを使用して，通常のOracleデータベースお

よびOracle RACデータベースに接続します。

RACデータベースを使用する場合，関連するUCMDBデータベース・スキーマを作成せずに，サーバ

をインストールします( UCMDBスキーマの詳細については，「データベース環境の準備について」( 6
ページ)を参照してください)。クライアント側とサーバ側のRACの設定が完了したら，「HP Universal
CMDBデータベースの作成と接続」( 47ページ)で説明する方法でスキーマを作成します。

データベース・ガイド
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HP Universal CMDBの構成ファイルで，管理データベースを作成する前またはOracle RAC上の既

存のデータベースに接続する前に，次のように変更します。

1. UCMDBサーバで，<HP Universal CMDB ルート・ディレクトリ>\UCMDBServer\conf\ucmdb-
tnsnames.oraファイルを作成します。

ucmdb-tnsnames.oraの形式は，Oracle tnsnames.oraネットワーク設定ファイルの形式と同じ

です。

<DBサービス名> =
(DESCRIPTION =
(ADDRESS_LIST =
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = <1つ目のインスタンスの仮想 IP> ) (PORT = <1
つ目のインスタンスのリスナー・ポート>))
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = <2つ目のインスタンスの仮想 IP> ) (PORT = <2
つ目のインスタンスのリスナー・ポート>))
( ..各インスタンスのエントリ...)
(LOAD_BALANCE = on)
(FAILOVER = on)
)
(CONNECT_DATA =
(SERVER = DEDICATED)
(SERVICE_NAME = <DBサービス名>)
)
)

説明 :

n <DBサービス名>は，リスナーでサポートしているサービスの名前です。この名前

は，CONNECT_DATAの部分で使われているのと同じ名前です。

n ADDRESS_LISTには，RAC環境にある各ノードのアドレス・エントリが含まれます。SCAN
を使用するOracle 11gの場合，SCAN仮想 IPのみが含まれます。アドレスには，ノードに接

続するのに必要な情報のすべてが含まれています。

o HOSTには，該当するインスタンスの仮想 IPが含まれます。すばやく障害を検出するには，

ノードの静的 IPではなく，仮想 IPを使用することが重要です。

o PORTは，リスナーが特定のノードでリッスンするように設定されているポートです。

o FAILOVERを onに設定すると，ドライバはノードの1つへの接続に失敗した後で，別の

ノードに接続することを試行できます。接続は，ノードの1つに接続が正しく確立されるま

で，またはアクセスできるノードがなくなるまで試行されます。

ほかのノードへの接続は，現在のノードへの接続に失敗した場合のみ試行されます。ほか

のノードへの接続は，現在のノードへの接続に失敗した場合のみ試行されます。ノードに
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よって接続が拒否された場合 (たとえば，ノードへの通信は確立されたが，接続が拒否さ

れた場合 )，別のノードに接続する試みは行われません。

注意 : フェイルオーバは，接続の試みに対してのみ実施されます。データベースのトラン

ザクション中に接続に失敗した場合，トランザクションを別のマシンにフェイルオーバし

て，トランザクションを継続することは行われません。

o LOAD_BALANCEを onに設定すると，単一のノードが過負荷になるのを避けるために，ド

ライバによって接続要求がノード間で分散されます。ドライバがノードにアクセスする順序は

ランダムです。

o SERVERは，使用する接続モードです。利用可能な接続モードは，dedicated(専用 )と
shared(共有 )の2つです。サポートするサーバの設定に従って，モードを設定します。

o SERVICE_NAMEは，リスナーがサポートするサービスの名前です。これは，<DBサービス

名>に指定した名前と同じです。

前述の例では，ucmdb-tnsnames.oraは，次のように設定されます。

UCMDBRAC =
(DESCRIPTION =
(ADDRESS_LIST =
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = Server1-Vip)(PORT = 1521))
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = Server2-Vip)(PORT = 1521))
(LOAD_BALANCE = on)
(FAILOVER = on)
)
(CONNECT_DATA =
(SERVER = DEDICATED)
(SERVICE_NAME = UCMDBBSMRAC)
)
)

2. UCMDBサーバで，<HP Universal CMDB ルート・ディレクトリ>\UCMDBServer\confディレクト

リを開きます。 jdbc.propertiesファイルを見つけます。

a. cmdb.urlで始まる行を探します。

b. この行を次の行で置き換えます。

cmdb.url=
jdbc:mercury:oracle:TNSNamesFile=<HP Universal CMDBルート・ディレクト

リ>\\UCMDBServer\\conf\\ucmdb-tnsnames.ora;TNSServerName=<SERVICE NAME>

<SERVICE NAME>は，RACサービス名に相当する ucmdb-tnsnames.ora内のエントリ

です。
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TNSNamesFileのパスでは，バックスラッシュ( \)が2つずつ入力されていることに注意してくだ

さい。

c. ファイルが存在しない場合は，空の jdbc.propertiesファイルを前述のフォルダの下に作成

し，次のエントリを追加します。

Oracle = ddoracle
cmdb.url = jdbc:mercury:oracle:TNSNamesFile=<HP Universal CMDBルート・ディレクト

リ>\\UCMDBServer\\conf\\ucmdb-tnsnames.ora;TNSServerName=<SERVICE NAME>

<SERVICE NAME>は，RACサービス名に相当する ucmdb-tnsnames.ora内のエントリ

です。

d. サーバで UNIXまたは LINUXオペレーティング・システムを実行する場合は，2つバックスラッ

シュをすべて 1つのバックスラッシュで置き換えます。

HP Universal CMDBデータベースの作成と接続

データベース・スキーマを新規作成する場合や，UCMDBサーバの設定ウィザードで既存のスキーマに

接続する場合は，すべてのパラメータを次のように設定します。

l Oracleマシン : 仮想 IPの一つ。Oracle 11gでは，SCAN仮想 IPを使用できます。

l ポート :Oracleマシン上のローカル・リスナー・ポートまたは SCAN リスナーのポート。

l SID :データベースのサービス名。

l スキーマ名とスキーマのパスワード :既存のユーザ・スキーマの名前とパスワード，または新規のユー

ザ・スキーマに付ける名前 (たとえば,UCMDB_schema)。

新規ユーザ・スキーマを作成する場合は，次の追加情報が必要です。

l 管理者のユーザ名と管理者のパスワード (管理者として接続するために使用 ) :Oracleサーバで

の管理権限を持つユーザの名前とパスワード (例 :システム・ユーザ)。

l デフォルトテーブルスペース :ユーザ・スキーマに作成した標準設定の表領域の名前。HP
Universal CMDB表領域を作成する詳細については，「Oracleサーバ・データベース・スキーマの

手動作成」( 29ページ)を参照してください。

l 一時テーブルスペース :ユーザ・スキーマに割り当てた一時表領域の名前。標準設定のOracle
一時表領域は，tempです。

この例では，パラメータは次のようになります。

パラメータ 値

Oracle Machine Server1-Vip

ポート 1521

SID UCMDBRAC

データベース・ガイド
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第10章 : PostgreSQLサーバ・デプロイメントの概要

本章の内容

PostgreSQLサーバのデプロイメントについて 49

システム要件 49

PostgreSQLサーバのデータベースの概要 50

PostgreSQLデプロイメント・オプション 50

PostgreSQL サーバのデプロイメントについて

注意 :埋め込み PostgreSQLはUCMDBのエンタープライズ・デプロイメントではサポートされませ

ん。

HP Universal CMDBで使用するPostgreSQLサーバをデプロイするには，次の手順を実行します。

l PostgreSQL サーバのインストールと設定を行います。

PostgreSQLサーバのインストールと設定の詳細については，PostgreSQLサーバのドキュメントを

参照してください。

l PostgreSQL サーバでデータベースを作成します。

CMDBサーバの設定ウィザードを使って HP Universal CMDBデータベースを作成します。

システム要件

本項では，HP Universal CMDB と連動して PostgreSQLサーバを使用するためのシステム要件につ

いて説明します。

本項の内容

「ハードウェア要件」( 49ページ)

「ソフトウェア要件」( 49ページ)

ハードウェア要件

HP Universal CMDBハードウェアのサイズ設定ガイドラインについては，「ハードウェア要件」( 7ペー

ジ) を参照してください。PostgreSQLサーバのハードウェア要件については，使用しているオペレー

ティング・システムの該当の『PostgreSQLサーバ・リリースのインストール・ガイド』を参照してください。

ソフトウェア要件

PostgreSQLサーバに対応するバージョンの詳細については，『HP Universal CMDBサポート・マト

リックス』の「サーバ・データベース要件」を参照してください。
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PostgreSQL サーバのデータベースの概要

HP Universal CMDBは永続性に構成管理データベース( CMDB)を使用します。

HP Universal CMDBのセットアップ中に，セットアップ手順によって新しいデータベースを自動的にセッ

トアップすることも，または既存のデータベースを使用することもできます。既存のデータベースは，事前

に手動で作成することも(たとえば，組織のセキュリティ制限のため)，または以前インストールした同

じリリースのHP Universal CMDBによって作成することもできます。

HP Universal CMDBサーバのインストールの詳細については，対話式の『HP Universal CMDBデプ

ロイメント・ガイド』 を参照してください。

PostgreSQL デプロイメント・オプション

There are two options for deploying PostgreSQL Server with HP Universal CMDBでのPostgreSQL
サーバのデプロイのためのオプションは 2つあります。

l 埋め込み :PostgreSQLはHP Universal CMDBインストールの一部になります。

l 外部 :PostgreSQLは別個のサーバにインストールされます。

埋め込みのデプロイメント・オプションは小規模容量のUCMDB インストールに適しています。このオプ

ションでは，次の構成ファイルが使用されます。

l postgresql.conf

l ucmdbpg.conf

両方のファイルとも，UCMDB\UCMDBServer\PostgreSQL\data\ディレクトリにありま

す。ucmdbpg.conf ファイル内のPostgreSQLパラメータは，postgresql.conf ファイル内のパラメータを

上書きします。

注 :外部デプロイメント・オプションでは，標準設定で postgresql.conf ファイルのみが使用されま

す。

データベース・ガイド
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第11章 : PostgreSQL Serverの設定

本章では，PostgreSQLサーバとHP Universal CMDBを使って作業するときに使用する，データベー

スの設定とストレージの設定に関するガイドラインを紹介します。

本章の内容

PostgreSQLパラメータの設定 51

重要な PostgreSQLサーバ・ファイル 52

PostgreSQL パラメータの設定

次の表に，HP Universal CMDBデータベース・サーバを使って作業するときに，PostgreSQLデータ

ベースのさまざまな初期化パラメータで推奨される(標準設定でない)値を示します。

パラメータ名

HP Universal
CMDB デプロイ

メント

標準設定と備考カテゴリ

小規

模

大規

模

メモリ

shared_buffers 1024
MB

4096
MB

標準設定 :32M，共有リソース設定

work_mem 25MB 50MB 標準設定 :1M，セッションごとの設定

maintenance_
work_mem

256
MB

340
MB

標準設定 :16M，セッションごとの設定

プランナ effcetive_
cache_size

4096
MB

8192
MB

標準設定 :128M，セッションごとの設定，利用

可能な RAMの合計に基づく

チェックポ

イント

( WAL)

checkpoint_
segments

32 64 標準設定 :3 -WALチェックポイント間のログ・

セグメントの最大間隔

checkpoint_
timeout

15分 20分 標準設定 :300秒 - WALチェックポイント間の

最大時間

checkpoint_
completion_
target

0.9 0.9 標準設定 :0.5 -チェックポイント間の総時間

の割合である，チェックポイント完了のターゲッ

ト
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パラメータ名

HP Universal
CMDB デプロイ

メント

標準設定と備考カテゴリ

小規

模

大規

模

自動

Vacuum

autovacuum_
vacuum_
threshold

5000 5000 標準設定 :50 - Vacuumに先立つタプルの更

新または削除の最小数

autovacuum_
analyze_
threshold

5000 5000 標準設定 :50 -分析に先立つタプルの変更

の最小数

autovacuum_
analyze_scale_
factor

0.1 0.2 標準設定 :0.1(テーブル・サイズの10%) –分
析に先立つタプルの変更の予想比率

ロギング

log_min_
messages

info info 標準設定 :警告

log_min_
duration_
statement

1500 3000 0はすべてのクエリを出力，1は機能をオフにし

ます。

log_checkpoints on on 標準設定 :off -各チェックポイントのログを作

成します。

log_statement ddl ddl 標準設定 :none -ログが作成されるステートメ

ントのタイプを設定します。

log_
autovacuum_
min_duration

0 0 標準設定 :1 -自動 Vacuumのログ作成をオ

フにします。0はすべてのアクションを出力しま

す。

重要な PostgreSQL サーバ・ファイル

HP Universal CMDBでのPostgreSQLサーバを使用して作業するときに関連する，次のファイルのタ

イプについて注意します。これらのファイル・タイプについては，ファイルタイプ別に，またメイン・データ

ベース・ファイル(インストール・ファイル)とは異なるディスクに配置することを推奨します。

l データ( PGDATA)

データベースに必要なすべてのデータがデータ・ディレクトリ内に保存されます。通常これらは，(定
義するために使用可能な環境変数名にちなんで) PGDATA と呼ばれますPGDATAの通常の場

所は /var/lib/pgsql/dataです。

データベース・ガイド
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PGDATAのディレクトリには，複数のサブディレクトリと制御ファイルが含まれます。これらの必須ア

イテムに加えて，クラスタ構成ファイルのpostgresql.conf，pg_hba.conf，pg_ident.confは伝統的

にPGDATAに保存されています(ただし，PostgreSQL 8.0以降ではこれらのファイルを他の場所

で保持することが可能です)。

PostgreSQLのインストール時に，PGDATAファイルを指定したパスに保存するオプションを選択し

ます。

l ログ先行書き込み( WAL)

ログ先行書き込み( WAL)はデータの整合性を確実化するための標準の方法です。WALの中

心的な概念は，(テーブルとインデックスが存在する)データ・ファイルに対する変更はそれらの変更

がログに記録された後，すなわち変更を記述するログの記録が永続的なストレージにフラッシュさ

れた後にのみ書き込まれなくてはならない，ということです。この手順では，問題が発生した場合

に，データ・ページに適用されていないすべての変更をログの記録からやり直すことが可能になるた

め，トランザクション・コミットごとに毎回データ・ページをディスクにフラッシュする必要性が排除されま

す。(これはロールフォワード・リカバリといいます。また，REDOとしても知られています。)

pg_xlogディレクトリを別の場所に移動させることによって，これらのファイルが確実に異なるディスク

に配置されているようにできます。その場合は，次の手順を実行します。

a. サーバをシャットダウンします。

b. 次のコマンドを使用してメイン・データ・ディレクトリの元の場所から新しい場所へのシンボ

リック・リンクを作成します。

mklink /j "C:\Program Files\PostgreSQL\9.2\data\pg_xlog" "E:\pg_xlog"。

詳細については，http://www.postgresql.org/docs/9.2/static/wal-internals.htmlを参照し

てください。

データベース・ガイド
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お客様からのご意見、ご感想をお待ちしていま
す。

本ドキュメントについてのご意見、ご感想については、電子メールでドキュメント制作チームまでご連

絡ください。このシステムで電子メールクライアントが設定されていれば、このリンクをクリックすることで、

以下の情報が件名に記入された電子メールウィンドウが開きます。

データベース・ガイド (Universal CMDB 10.10)へのフィードバック

本文にご意見、ご感想を記入の上、 [送信 ]をクリックしてください。

電子メールクライアントが利用できない場合は、上記の情報をコピーしてWebメールクライアントの新

規メッセージに貼り付け、SW-Doc@hp.com宛にお送りください。
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